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内灘町消防団 

【ひとつずつ いいね！で確認  

火の用心】 
 

◇令和元年度全国統一防火標語◇ 

発行：内灘町消防団 内灘町白帆台１丁目１番地１ 

TEL ２８６－０１１９    FAX ２８６－４４４７ 

令和元年度 

河北郡市消防団連合訓練 成績 

◇ポンプ車操法の部◇ 

準 優 勝 第一分団 

第 ４ 位 第二分団 

第１２位 第四分団 

第１６位 第三分団 
 



 消防団の年間行事及び活動報告 
消防団では年間をとおして様々な活動を行っています。ご理解とご協力をお願いします。 

１
月
〈
出
初
式
〉 

  

 

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
勇
ま
し
く
カ
ラ
ー 

放
水
を
し
て
１
年
間
無
火
災
で
あ
る
よ
う 

祈
願
し
ま
し
た
。 

〈
春
の
火
災
予
防
運
動
〉 

 

火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
火
災
予
防
広
報
や 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
技
術
向
上
及
び
消
防
署
と
の
連
携
を 

高
め
る
為
に
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

〈
河
北
郡
市
消
防
団
連
合
訓
練
〉 

 

〈
石
川
県
消
防
操
法
大
会
〉 

３
月 ６

月 

消
防
団
員
の
消
防
技
術
向

上
と
士
気
高
揚
を
図
る
た
め
、

河
北
郡
市
の
２３
ヶ
分
団
が
迅

速
性
と
確
実
性
を
競
う
「
ポ
ン

プ
車
操
法
」
が
行
わ
れ
、
内
灘

町
か
ら
４
ヶ
分
団
が
出
場
し

ま
し
た
。 

 

〈
消
防
団
員
家
族
研
修
〉 

７
月 

 石
川
県
内
の
各
地
区
予
選

を
通
過
し
た
１８
ヶ
分
団
が
集

結
し
、
消
防
操
法
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

河
北
郡
市
の
代
表
と
し
て

内
灘
町
消
防
団
第
一
分
団
が

出
場
し
ま
し
た
。 

 
 

普
段
、
他
に
仕
事
を
持
ち
な

が
ら
災
害
や
訓
練
等
の
活
動

で
、
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
が

多
い
消
防
団
員
の
家
族
に
対

し
、
日
頃
の
消
防
団
活
動
へ
の

理
解
に
感
謝
し
、
サ
ー
ビ
ス
す

る
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

◆
石
川
県
知
事
表
彰 

銀
盃
授
与   

中
村 

 

睦 
 

（団
本
部 

副
団
長
）  

 
 
 
 
 
 
 
 

                           

並
田 

忠
政 

（
第
一
分
団  

班
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          
 

清
水 

信
彰 

（
第
一
分
団  

班
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          

岡
野 

邦
仁 

（
第
一
分
団  

部
長
） 

功
労
章 

 
   

根
来 

秀
光 

（第
一
分
団  

分
団
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
            

油
木 
敏
成 

（前
第
四
分
団  

分
団
長
） 

 

◆
石
川
県
知
事
永
年
勤
続
功
労
章 

浜
本 

春
樹 

（第
二
分
団 

 

団
員
） 

吹
上 

 

摂 
 

（
第
二
分
団 
 

団
員
） 

東 
 
 

賢
一 

（
第
三
分
団 

 
部
長
） 

 

◆
石
川
県
消
防
協
会
定
例
表
彰 

功
績
章     

今
井 

裕
二 

（第
一
分
団 

班
長
） 

                      

飯
田  

匠 
 

（
第
四
分
団 

団
員
） 

 

勤
続
功
労
章 

北
川 

卓
実 

（第
一
分
団 

班
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

樋 
 

大
樹 

（
第
一
分
団  

団
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

上
出 

健
太
朗 

（第
二
分
団 

団
員
） 

      

 

 

～令和元年度表彰者～ 

  

◆
内
灘
町
長
よ
り
功
労
章
（勤
続
五
年
以
上
） 

寺
西  

克
礎 

（第
二
分
団 

団
員
） 

増
山    

光 

（第
二
分
団 

団
員
） 

上
出  

俊
樹 

（第
二
分
団 

団
員
） 

清
水  

康
善 

（第
二
分
団 

団
員
） 

津
幡  

直
樹 

（第
三
分
団 

団
員
） 

              

◆
内
灘
町
消
防
団
長
よ
り
功
労
章
（勤
続
三
年
以
上
） 

島
田  

拓
生 

（
前
第
一
分
団 

団
員
） 

出
島  

淳
二 

（
第
二
分
団 

団
員
） 

中
村   

良  

（第
四
分
団 

団
員
） 

 

◆
内
灘
町
長
よ
り
消
防
団
員
の
配
偶
者
等
に
対
す
る
表
彰
（感
謝
状
） 

飯
田 

 

育
恵 

（飯
田 

 

尚  

第
四
分
団 

部
長
） 

並
田 

 

倫
代 

（並
田 

忠
政 

第
一
分
団 

班
長
） 

 
 
 
 
 

 

◆
内
灘
町
長
よ
り
退
団
者
報
償
（感
謝
状
） 

米
田 

 
明
彦 

（前
第
一
分
団 

副
分
団
長
） 

清
水 

 

一
介 
（前
第
一
分
団 

班
長
） 

 
 
 
 
 

 

※表彰された年月の階級となっております。 

 



 

消防団員出動状況 
（平成３０年４月～平成３１年３月） 

項   目 出 動 回 数 出 動 人 員 

火災出動 ４ 回   １７７ 名 

風水害 ０ 回         ０ 名 

捜索 ０ 回     ６ 名 

警戒・巡回 １６ 回   １８３ 名 

訓練   １３４ 回 ２５９１ 名 

会議 １１ 回     ６８ 名 

その他      ３９ 回   ４４１ 名 

合計 ２０４ 回 ３４６０ 名 

 

 

《
消
防
団
員
募
集
》 

あ
な
た
も
、
内
灘
町
の
消
防
団
に
入
団
し
ま
せ
ん
か
？ 

消
防
団
と
は
、
消
防
本
部
と
同
様
の
消
防
機
関
の
ひ
と
つ

で
す
。
消
防
団
は
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
要
で
あ
り
、

平
常
時
・
災
害
時
を
問
わ
ず
、
地
域
の
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
と
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
入
団
希
望
の
方
は
内
灘
町
消
防
本
部 

消
防
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

内
灘
町
消
防
本
部 

☎
２
８
６
―
０
１
１
９ 

 

消防団員だより 

 

①警報器側面等に書かれている「設置年月日」

を確認する。 

※交換の目安となりますので、交換した場合は

油性ペンで記載しましょう。 

②設置年月日が不明の場合は、警報器を取外し

裏面の「機器の製造年」を参考にしてください。 

１０年を目安に、 

とりカエル！ 

 

 

 

  

平成３０年１２月２日（日）野々市市文化会

館フォルテにて活動発表会が開催され、県下各

消防団員１２名が災害時の活動や実体験等を発

表しました。河北郡市消防団連合会の代表とし

て、第二分団竹野団員が「地域の防災と自分に

できること」と題して地域の安心安全を守ると

いう強い信念を発表し、見事に優秀賞を受賞し

ました。 

【第二分団 竹野史仁 団員】 

優秀賞を受賞！！ 

あなたの自宅の住宅用火災警報器は１０年経ってない？ 

【第 16 回石川県消防団活動発表会】 


